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一

勢
語
第
九
段　

塚
原
鉄
雄
（
一
九
八
八
）
に
お
い
て
、「
伊
勢
物
語
」
第
九
段
の
東
国
へ
の
下
向
の
旅
路
に
関
し
て
、
新
た
な
見
解
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
、

本
稿
で
は
、
塚
原
学
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、
そ
の
学
説
と
は
、
こ
の
旅
路
が
、「
冥
路
中
有
の
旅
路
に
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因

縁
十
王
経
」（
以
下
「
十
王
経
」
と
略
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
死
者
は
、
死
後
、
七
日
、
秦
広
王
庁
に
到
達
す
る
途
中
に
𡸴
山
、
す
な
わ
ち
峻
山
が
あ
り
、
さ

ら
に
初
江
王
庁
に
到
達
す
る
途
中
に
大
河
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
越
え
る
と
い
う
。
そ
れ
を
、
宇
津
の
山
越
え
と
隅
田
川
の
渡
舟
と
が
想
起
さ
せ
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
「
十
王
経
」
は
、
平
安
時
代
末
期
に
日
本
で
作
ら
れ
た
偽
経
と
も
さ
れ
る
も
の
で
、
中
世
以
降
の
信
仰
生
活
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

塚
原
学
説
で
は
、
平
安
貴
族
の
信
仰
が
、「
十
王
経
」
に
合
致
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
資
料
は
な
い
と
し
て
、
資
料
一
に
示
し
た
、「
古
今
集
」
の
「
死
出
の
山
」

や
「
わ
た
り
河
」
な
ど
を
、
平
安
時
代
初
期
に
「
十
王
経
」
に
合
致
す
る
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
の
傍
証
と
し
て
提
示
す
る
。

　
　

�［
資
料
一
］
○
死
出
の
山
ふ
も
と
を
見
て
ぞ
帰
り
に
し
つ
ら
き
人
よ
り
ま
づ
越
え
じ
と
て
（
七
八
九
／
心
地
損
へ
り
け
る
頃
、
あ
ひ
知
り
て
侍
け
る
人
の

訪
は
で
、
心
地
を
こ
た
り
て
後
訪
へ
り
け
れ
ば
、
よ
み
て
、
遣
は
し
け
る
／
兵
衛
）　

○
泣
く
涙
雨
と
降
ら
南
わ
た
り
河
水
ま
さ
り
な
ば
帰
り
く
る
が
に

（
八
二
九
／
妹
の
身
ま
か
り
に
け
る
時
、
よ
み
け
る
／
小
野
篁
朝
臣
）

冥
府
の
旅
路　

と
こ
ろ
が
、「
十
王
経
」
に
合
致
す
る
信
仰
、
す
な
わ
ち
、
冥
府
に
向
か
う
死
者
は
、
峻
山
、
す
な
わ
ち
険
し
い
山
と
、
大
河
、
す
な
わ
ち
広
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六
二

い
川
と
を
越
え
る
と
い
う
信
仰
が
、
平
安
貴
族
に
存
在
し
た
こ
と
を
保
証
す
る
資
料
を
、「
日
本
霊
異
記
」
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
指
摘
は
、
三
〇
年
以
前
に
、
す
な
わ
ち
塚
原
（
一
九
八
八
）
発
行
の
翌
年
に
、
本
稿
著
者
が
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

が
、
そ
の
掲
載
媒
体
の
配
布
範

囲
は
、
き
わ
め
て
狭
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
塚
原
学
説
の
補
足
を
充
分
に
行
な
え
た
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
そ
の
の
ち
、
新
た
に
得
た
資
料
や
考

察
な
ど
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
本
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
が
塚
原
学
説
の
再
評
価
に
少
し
で
も
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
幸
甚
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
十
王
経
」
に
合
致
す
る
信
仰
は
、「
日
本
霊
異
記
」
の
四
つ
の
説
話
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
上
巻
第
三
〇
と
下
巻
第
九
と
下
巻
第

二
二
と
下
巻
第
二
三
と
の
四
つ
の
説
話
で
あ
る
。
資
料
二
か
ら
資
料
五
に
示
す
。

　
　

�［
資
料
二
］（
前
略
）
逕
る
こ
と
三
日
、
戌
の
日
の
申
の
時
に
、
さ
ら
に
甦
き
て
語
り
て
い
は
く
、「
使
ふ
た
り
あ
り
き
。
ひ
と
り
は
頂
髪
に
挙
げ
て
束
ね

た
り
。
ひ
と
り
は
少
子
な
り
き
。
伴
は
れ
て
副
ひ
往
く
程
に
、
二
つ
の
駅
度
る
ば
か
り
に
、
路
中
に
大
河
あ
り
き
。
椅
を
度
し
、
金
を
も
て
塗
り
厳
れ
り
。

（
後
略
）（
上
巻
第
三
〇
）

　
　

�［
資
料
三
］（
前
略
）
経
る
こ
と
三
日
、
往
き
て
見
れ
ば
、
蘇
甦
り
て
起
き
居
て
待
つ
。
属
ら
問
ふ
に
、
答
へ
て
語
ら
く
、「
有
る
人
、
鬚
逆
頬
に
生
え
、

下
に
緋
を
着
、
上
に
鉀
を
着
、
兵
の
佩
き
桙
を
持
つ
。
広
足
を
喚
び
て
い
は
く
、『
闕
に
は
か
に
汝
を
召
す
』
と
い
ひ
て
、
戭
を
も
て
背
を
棠
き
、
立
て

て
前
に
逼
め
将
る
。
先
に
見
る
は
一
人
、
後
に
見
る
は
二
の
使
な
り
。
こ
れ
が
中
に
わ
れ
を
立
て
て
、
追
ひ
て
忩
ぎ
て
走
り
往
く
。
往
く
前
の
道
中
に
、

断
え
て
深
き
河
あ
り
。
水
の
色
黒
黛
く
、
流
れ
ず
し
て
沖
く
寂
し
。（
後
略
）（
下
巻
第
九
）

　
　�［
資
料
四
］（
前
略
）
死
し
て
七
日
を
経
て
、
甦
り
て
告
げ
て
い
は
く
、「
使
四
人
あ
り
き
。
と
も
に
副
ひ
て
、
広
き
野
を
将
て
往
く
。
つ
ぎ
に
卒さ

が

し
き
坂

あ
り
。
坂
の
上
に
登
り
て
、
観
れ
ば
大
き
な
る
観
あ
り
。（
中
略
）
前
に
深
き
河
あ
り
。
広
さ
一
町
ば
か
り
な
り
。
そ
の
河
に
椅
を
度
せ
り
。（
中
略
）
椅

の
彼
方
に
到
れ
ば
、
黄
金
の
宮
あ
り
。
そ
の
宮
に
王
有
せ
り
。
椅
の
本
に
三
つ
の
衢
あ
り
。
一
つ
の
道
は
広
く
平
ら
か
な
り
。
一
つ
の
道
は
草
小
し
生
ひ

た
り
。
一
つ
の
道
は
藪お

ど
ろ

を
も
て
塞
が
る
。（
中
略
）
王
見
て
の
た
ま
は
く
、『
こ
は
法
花
経
を
写
し
た
て
ま
つ
り
し
人
な
り
』
と
の
た
ま
ひ
て
、
す
な
わ

ち
草
小
し
生
ひ
た
る
道
を
示
し
て
の
た
ま
は
く
、『
こ
の
道
よ
り
将
て
来
む
』
と
の
た
ま
ふ
。（
後
略
）（
下
巻
第
二
二
）

　
　�［
資
料
五
］（
前
略
）
し
か
し
て
五
日
を
歴
て
、
す
な
は
ち
甦
り
て
親
属
に
語
り
て
い
は
く
、「
召
の
使
五
人
、
と
も
に
副
ひ
て
疾
く
往
き
き
。
往
く
道
の

頭
に
は
な
は
だ
峻さ

が

し
き
坂
あ
り
。
坂
の
上
に
登
り
て
、
躊
躇
ひ
て
見
れ
ば
、
三
つ
の
大
き
な
る
道
あ
り
。
一
つ
の
道
は
平
ら
か
に
し
て
広
し
。
一
つ
の
道

は
草
生
ひ
荒
れ
た
り
。
一
つ
の
道
は
藪
を
も
て
塞
が
る
。（
後
略
）（
下
巻
第
二
三
）
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三

　

い
ず
れ
も
、
一
度
死
ん
だ
者
が
数
日
後
に
生
き
返
り
、
冥
府
に
到
る
道
中
や
冥
府
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
、
周
囲
の
人
物
に
語
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

因
み
に
、「
日
本
霊
異
記
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
冥
府
往
復
の
説
話
が
、
さ
き
に
示
し
た
四
つ
の
説
話
を
含
め
て
、
一
三
話
を
指
摘
で
き
る
。

　

さ
て
、
資
料
二
の
上
巻
第
三
〇
で
は
、「
路
中
に
大
河
あ
り
き
」
と
、
大
河
の
存
在
に
言
及
す
る
が
、
峻
山
に
は
触
れ
な
い
。
資
料
三
の
下
巻
第
九
で
は
、「
往

く
前
の
道
中
に
、
断
え
て
深
き
河
あ
り
」
と
あ
る
。
大
河
で
あ
る
と
い
う
表
現
規
定
は
な
い
が
、「
深
き
」
が
河
の
水
深
の
み
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。
そ
れ
は
、
資
料
四
の
説
話
で
支
持
さ
れ
る
。
な
お
、
資
料
三
で
も
、
峻
山
に
触
れ
な
い
。

　

資
料
四
の
下
巻
二
二
で
は
、「
卒
し
き
坂
あ
り
」
と
、
初
め
に
峻
山
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
「
深
き
河
あ
り
。
広
さ
一
町
ば
か
り
な
り
」
と
、
大
河
が
あ
る
。
こ

こ
で
、
こ
の
河
は
、「
深
き
河
」
で
あ
り
、
川
幅
が
一
町
ほ
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
料
三
の
「
深
き
河
」
も
、
川
幅
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
け

れ
ど
も
、
資
料
四
と
同
様
に
、
川
幅
の
広
い
川
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
よ
う
。
資
料
三
は
、
川
幅
に
関
す
る
表
現
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

資
料
五
の
下
巻
第
二
三
で
は
、「
は
な
は
だ
峻
し
き
坂
あ
り
」
と
、
峻
山
が
あ
る
が
、
大
河
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

以
上
の
項
目
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
資
料
六
で
あ
る
。

　
　
［
資
料
六
］　

上
巻
三
〇
　
　
　
下
巻
第
九
　
　
　
下
巻
第
二
二
　
　
　
下
巻
第
二
三

　
　

使
　
者	

二
人	

三
人	
四
人	

五
人

　
　
峻
　
山	

×	

×	
○	

○

　
　
大
　
河	

○
（
無
橋
）	

○
（
無
橋
）	

○
（
有
橋
）	

×

　
　
通
　
路	

×	

×	

三
種
（
大
河
後
）	

三
種
（
峻
山
後
）

　

さ
て
、
資
料
四
の
上
巻
第
二
二
が
、
峻
山
と
大
河
と
の
二
つ
の
難
所
を
備
え
、「
伊
勢
物
語
」
第
九
段
の
内
容
と
も
っ
と
も
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他

の
三
つ
の
説
話
も
、
峻
山
を
省
略
し
た
り
、
大
河
を
省
略
し
た
り
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
上
巻
第
二
二
と
異
な
る
信
仰
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
る
の
は
、
不
自

然
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
末
期
に
は
、
冥
府
の
旅
路
に
、
峻
山
と
大
河
と
い
う
難
所
が
あ
る
と
す
る
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

峻
山
と
大
河　

こ
の
、
冥
府
の
旅
路
に
、
峻
山
と
大
河
と
い
う
難
所
が
あ
る
と
す
る
信
仰
は
、
他
の
文
献
で
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
七
は
、「
法
華

験
記
」
中
巻
七
〇
「
蓮
秀
法
師
」
に
指
摘
で
き
る
例
で
あ
る
。「
法
華
験
記
」
は
、「
伊
勢
物
語
」
か
ら
一
五
〇
年
ほ
ど
下
っ
た
、
長
久
年
間
（
一
〇
四
〇
―
一

〇
四
四
）
に
成
立
し
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。



六
四

　
　�［
資
料
七
］（
前
略
）
身
冷
息
絶
。
即
入
死
門
。
遙
向
冥
途
。
隔
人
間
境
。
超
深
幽
山
険
難
高
峰
。
其
途
遼
遠
。
不
聞
鳥
声
。
僅
有
鬼
神
暴
悪
之
類
。
過
深

山
已
。
有
大
流
河
。
広
深
可
怖
畏
。
其
河
北
岸
有
一
嫗
鬼
。
其
形
醜
陋
。
住
大
樹
下
。
其
樹
枝
懸
百
千
種
衣
。
此
鬼
見
僧
問
之
言
。
汝
今
当
知
。
是
三
途

河
。
我
是
三
途
河
嫗
也
。
汝
脱
衣
服
与
我
可
渡
。（
後
略
）

　

蓮
秀
法
師
は
、
死
後
、
冥
府
に
行
き
、
法
華
経
護
持
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
冥
府
の
旅
路
に
、「
深
く
、
幽
な
る
山
、

険
難
の
高
き
峰
を
越
え
て
」
と
、
峻
山
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
「
深
き
山
を
過
ぎ
已
り
て
、
大
き
な
る
流
の
河
あ
り
。
広
く
深
く
し
て
怖
畏
す
べ
し
」
と
、
大
河
が

あ
り
、
そ
れ
が
「
三
途
河
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
「
三
途
の
川
」
と
い
う
呼
称
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
い
ま
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（

（
（

が
、
ま
た
、
そ
れ
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
趣
旨
で
も
な
い
け
れ
ど
、
平
安
時
代
極
初
期
成
立
の
「
日
本
霊
異
記
」
と
一
一
世
紀
半
ば
成
立
の
「
法
華
験
記
」
と
に
、
冥
府
の
旅

路
に
、
峻
山
と
大
河
と
い
う
難
所
が
あ
る
と
す
る
信
仰
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
こ
の
期
間
、
日
本
の
仏
教
界
に
、
こ
の
信
仰
が
存
在
し
つ
づ
け
た
こ
と
を
示
す

と
考
え
る
。

　

さ
き
に
見
た
資
料
一
の
「
古
今
和
歌
集
」
入
集
歌
の
表
現
は
、
こ
の
信
仰
が
平
安
貴
族
に
も
浸
透
し
て
い
た
か
ら
、
成
立
し
え
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
一
の

第
七
八
九
番
歌
の
「
死
出
の
山
」
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
峻
山
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
八
二
九
番
歌
の
「
わ
た
り
河
」
が
、
同
様
に
、
大
河
を

表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
問
を
挟
む
余
地
が
な
い
と
考
え
る
。

　

資
料
八
は
、「
蜻
蛉
日
記
」
の
巻
末
歌
集
に
指
摘
で
き
る
二
例
で
あ
る
。

　
　�［
資
料
八
］
○
み
つ
せ
川
浅
さ
の
ほ
ど
も
知
ら
は
し
と
思
ひ
し
我
や
ま
づ
渡
り
な
ん
（
巻
末
歌
集
三
四
一
／
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
）　

○
み
つ
せ
川
我
よ
り

先
に
渡
り
な
ば
汀
に
わ
ぶ
る
身
と
や
な
り
な
ん
（
同
三
四
二
／
か
へ
し
）

　

道
綱
の
第
三
四
一
番
歌
の
詞
書
「
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
」
に
基
づ
け
ば
、
贈
答
歌
の
「
み
つ
せ
川
」
が
、
冥
府
の
旅
路
に
あ
る
大
河
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
も
、
疑
義
を
挟
む
余
地
が
な
い
。

　

さ
ら
に
、
大
河
に
つ
い
て
は
、
古
記
録
資
料
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
九
と
資
料
一
〇
と
に
そ
れ
を
示
す
。

　
　�［
資
料
九
］
一
日
、
朱
雀
院
於
御
在
所
西
曹
司
造
御
棺
、
両
重
云
々
、
御
輿
長
二
人
〔
右
中
将
英
明
、
左
中
弁
淑
光
〕、
奉
仕
御
浴
、
供
奉
御
服
〔
綾
冬
直

衣
／
綾
袴
／
紅
絹
下
襲
等
一
襲
、
加
御
冠
／
烏
犀
革
帯
／
靸
鞋
／
襪
、
及
金
平
塵
御
剣
／
蘇
芳
枕
云
々
、
剣
是
平
生
所
御
也
、
又
錫
紵
一
襲
、
河
渡
御
衣

| 
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六
五

等
云
々
、〕（
後
略
）

　
　�［
資
料
一
〇
］（
前
略
）
次
種
々
真
言
可
安
御
首
、〔
納
金
銅
筒
、〕
次
可
入
御
装
束
、〔
称
河
渡
也
、〕（
後
略
）

　

資
料
九
は
、「
吏
部
王
記
」
の
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
一
〇
月
一
日
条
で
、
前
々
日
に
崩
御
し
た
醍
醐
天
皇
の
葬
送
の
儀
式
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
割
注

に
よ
れ
ば
、
棺
に
入
れ
る
「
御
服
」
に
、「
河
渡
御
衣
」
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
の
「
河
渡
」
と
は
、
冥
府
の
旅
路
に
あ
る
大
河
を
渡
る
こ
と
を
表
現
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
資
料
一
〇
は
、「
兵
範
記
」
の
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
二
日
条
で
、
同
日
に
崩
御
し
た
鳥
羽
法
皇
の
葬
送
の
儀
式
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ

で
も
、「
御
装
束
」
を
棺
に
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
割
注
に
よ
れ
ば
、「
称
河
渡
也
」
と
あ
る
。
資
料
九
の
「
河
渡
御
衣
」
と
同
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
兵

範
記
」
の
記
事
は
、「
伊
勢
物
語
」
成
立
を
二
〇
〇
年
以
上
下
る
記
事
で
あ
る
が
、
資
料
九
の
「
吏
部
王
記
」
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
冥
府
の
旅
路
に
大
河
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
渡
る
、
と
い
う
信
仰
が
、
皇
室
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
断
定
で
き
る
。

　

以
上
、
資
料
一
か
ら
資
料
一
〇
ま
で
の
検
討
か
ら
、
冥
府
の
旅
路
に
峻
山
と
大
河
と
い
う
難
所
が
あ
る
と
い
う
信
仰
が
、
平
安
時
代
の
天
皇
／
貴
族
に
浸
透

し
て
い
た
と
断
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
伊
勢
物
語
」
第
九
段
の
東
国
下
向
の
道
中
の
表
現
に
、
冥
府
の
旅
路
を
連
想
さ
せ
る
表
現
が
あ
る
と
想
定
す
る
こ

と
に
、
不
合
理
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

冥
府
の
使
者　

で
は
、
冥
府
の
旅
路
を
想
起
さ
せ
る
表
現
は
、
第
九
段
に
お
い
て
、
宇
津
の
山
越
え
と
隅
田
川
の
渡
河
と
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
資
料
二
か
ら
資

料
五
ま
で
に
戻
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
日
本
霊
異
記
」
の
四
つ
の
説
話
す
べ
て
に
共
通
す
る
要
素
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
冥
府
の
使
者
の
存
在
で
、
死
者
は
、
彼
ら
に
伴
わ
れ
て
、
冥
府
に
赴

く
の
で
あ
る
。
資
料
二
に
は
、「
使
ふ
た
り
あ
り
き
」
と
、
使
者
が
二
人
お
り
、「
伴
は
れ
て
副
ひ
往
く
」
と
、
伴
わ
れ
て
冥
府
に
行
く
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料

三
に
は
、「
先
に
見
る
は
一
人
、
後
に
見
る
は
二
の
使
な
り
。
こ
れ
が
中
に
わ
れ
を
立
て
て
、
追
ひ
て
忩
ぎ
て
走
り
往
く
」
と
、
使
者
三
人
に
伴
わ
れ
て
い
る
。

資
料
四
に
は
、「
使
四
人
あ
り
き
。
と
も
に
副
ひ
て
」
と
、
使
者
四
人
に
伴
わ
れ
て
い
る
。
資
料
五
に
は
、「
召
の
使
五
人
、
と
も
に
副
ひ
て
」
と
、
使
者
五
人

に
伴
わ
れ
て
い
る
。
資
料
六
に
示
し
た
よ
う
に
、
説
話
の
配
列
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
使
者
の
人
数
が
二
人
、
三
人
、
四
人
、
五
人
と
、
一
人
づ
つ
増
え
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
死
者
は
、
冥
府
に
行
く
に
あ
た
っ
て
、
冥
府
の
使
者
に
伴
わ
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
資
料
一
一
に
掲
げ
た
、「
日
本
霊
異
記
」
の
冥
府
往
復
説
話
三
つ
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　
　�［
資
料
一
一
］
○
時
に
、
閻
羅
王
の
使
ふ
た
り
、
来
り
て
光
師
を
召
し
、
西
に
向
ひ
て
往
く
。（
中
巻
第
七
）　

○
法
師
五
人
、
前
に
あ
り
て
行
き
、
優
婆



六
六

塞
五
人
、
後
に
あ
り
て
行
く
。（
中
巻
第
一
六
）
○
閻
羅
王
の
使
の
鬼
、
来
り
て
衣
女
を
召
す
。（
中
巻
第
二
五
）

　

資
料
二
か
ら
資
料
五
ま
で
の
四
説
話
を
除
く
、
冥
府
往
復
説
話
九
つ
の
う
ち
、
三
つ
の
説
話
に
、「
閻
羅
王
の
使
ふ
た
り
」、「
法
師
五
人
」、「
優
婆
塞
五
人
」、

「
閻
羅
王
の
使
の
鬼
」
と
い
っ
た
、
冥
府
の
使
者
が
登
場
し
、
死
ん
だ
者
を
冥
府
に
導
く
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
死
者
が
冥
府
に
赴
く
に
あ
っ
て
、
冥
府
か
ら
使
者
が
来
て
、
そ
れ
に
伴
わ
れ
、
そ
の
旅
路
に
は
、
峻
山
と
大
河
と
い
う
、
二
つ
の
難
所
を
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
信
仰
が
、
奈
良
時
代
末
期
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
第
九
段
に
戻
る
と
、
冥
府
の
使
者
を
連
想
さ
せ
る
「
と
も
と
す
る
人
」
が
存
在
す
る
。「
と
も
と
す
る
人
」
は
、
す
で
に
第
八
段
に
登
場
し
て
お
り
、

第
九
段
は
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
と
も
と
す
る
人
」
は
、
男
の
東
国
彷
徨
の
つ
づ
く
第
一
〇
段
以
降
の
武
蔵

章
段
と
陸
奥
章
段（

（
（

と
に
は
、
登
場
し
な
い
。「
と
も
と
す
る
人
」
が
、
冥
府
の
使
者
を
連
想
さ
せ
る
存
在
で
あ
り
、
表
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
隅
田
川
と
い
う
大

河
を
渡
っ
た
男
に
は
、
不
要
の
存
在
と
な
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
第
一
〇
段
以
降
、
そ
の
姿
を
消
す
こ
と
で
、「
と
も
と
す
る
人
」
が
冥

府
の
使
者
で
あ
る
こ
と
を
連
想
さ
せ
や
す
く
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、「
と
も
と
す
る
人
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
注
釈
書
は
、
供
人
、
従
者
と
も
解
せ
る
と
し
な
が
ら
、
第
九
段
で
、
男
と
対
等
の
立
場
に
あ
る
と
認

め
て
、
友
人
の
意
に
解
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
伊
勢
物
語
」
に
お
け
る
、「
と
も
」「
と
も
だ
ち
」
を
検
討
す
る
。
資
料
一
二
は
、「
と
も
」
の
、
資
料
一
三
は
、

「
と
も
だ
ち
」
の
例
で
あ
る
。

　
　

�［
資
料
一
二
］
○
む
か
し
、
を
と
こ
、
い
と
う
る
は
し
き
友
あ
り
け
り
。（
第
四
六
段
）　

○
む
か
し
、
水
無
瀬
に
か
よ
ひ
給
ひ
し
惟
喬
の
親
王
、
例
の
狩

し
に
お
は
し
ま
す
供
、
馬
の
頭
な
る
翁
つ
か
う　

ま
つ
れ
り
。（
第
八
三
段
）　

○
御
供
な
る
人
、
酒
を
も
た
せ
て
野
よ
り
出
で
来
た
り
。（
第
八
二
段
）　

○
紀
の
有
常
御
と
も
に
つ
か
う
ま
つ
れ
り
。（
第
八
二
段
）

　
　

�［
資
料
一
三
］
○
思
ひ
わ
び
て
、
ね
む
ご
ろ
に
相
語
ら
ひ
け
る
友
だ
ち
の
も
と
に
、（
第
一
六
段
）　

○
か
の
友
だ
ち
、
こ
れ
を
見
て
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、

夜
の
物
ま
で
お
く
り
て
よ
め
る
。（
第
一
六
段
）　

○
む
か
し
、
を
と
こ
、
津
の
国
に
し
る
所
あ
り
け
る
に
、
あ
に
お
と
ゝ
友
だ
ち
ひ
き
ゐ
て
、
難
波
の
方

に
い
き
け
り
。（
第
六
六
段
）　

○
む
か
し
、
を
と
こ
、
友
だ
ち
の
人
を
う
し
な
へ
る
が
も
と
に
や
り
け
る
。（
第
一
〇
九
段
）　

○
む
か
し
、
を
と
こ
、
あ

づ
ま
へ
行
き
け
る
に
、
友
だ
ち
ど
も
に
、
み
ち
よ
り
い
ひ
お
こ
せ
け
る
。（
第
一
一
段
）　

○
昔
、
い
と
若
き
に
は
あ
ら
ぬ
、
こ
れ
か
れ
友
だ
ち
ど
も
あ
つ

ま
り
て
、
月
を
見
て
、（
第
八
八
段
）

| 
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「
と
も
」
で
は
、
第
四
六
段
と
第
八
三
段
と
は
、
接
頭
辞
「
御
」
を
伴
わ
ず
、
他
の
二
個
の
例
は
、
接
頭
辞
「
御
」
を
伴
っ
て
、
供
人
／
従
者
の
意
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。
接
頭
辞
「
御
」
を
伴
わ
な
い
第
八
三
段
の
例
も
、
供
人
／
従
者
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
第
四
六
段
「
と
も
」
の

み
が
、
友
人
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
と
も
だ
ち
」
で
は
、
六
個
の
例
す
べ
て
が
友
人
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
友
人
が
複
数
の
場
合
は
、
第
一
一
段
と
第
八
八
段
と
の
よ
う
に
、「
と
も
だ
ち

ど
も
」
と
接
尾
辞
「
ど
も
」
を
用
い
、
単
数
の
場
合
は
、
第
一
六
段
の
二
例
と
第
一
〇
九
段
の
よ
う
に
、「
と
も
だ
ち
」
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
第
六
六
段
の
「
と

も
だ
ち
」
は
、
単
複
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
複
数
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
伊
勢
物
語
」
に
お
い
て
、
友
人
を
表
現
す
る
場
合
は
、「
と
も
だ
ち
」

を
用
い
る
傾
向
が
強
く
、「
と
も
」
を
用
い
る
の
は
例
外
で
あ
る
、
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

す
る
と
、「
と
も
と
す
る
人
」
と
は
、
い
か
な
る
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
伊
勢
物
語
」
の
「
と
も
と
す
る
人
」
は
、
第
八
段
と
第
九
段
と
に
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
い
ず
れ
も
同
一
の
存
在
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
う
つ
ほ
物
語
」
の
「
と
も
と
す
」
を
資
料
一
四
と
、「
新
勅
撰
集
」
の
「
と
も
と
す
」
を
資
料
一
五
と
し
て
示
し
た
。

　
　�［
資
料
一
四
］
○
か
か
る
草
木
の
根
を
食
物
に
し
て
、
岩
木
も
皮
を
着
物
に
し
、
獣
を
友
と
し
て
、
木
の
う
つ
ほ
を
住
み
か
と
し
て
生
ひ
出
で
た
れ
ど
、（
俊

蔭
）　

○
人
の
身
を
受
け
な
が
ら
、
い
か
に
契
り
置
き
て
、
か
く
う
と
ま
し
き
獣
の
中
に
、
そ
れ
を
友
と
し
、
か
れ
ら
に
養
は
れ
て
、（
俊
蔭
）　

○
す
み

や
か
に
ま
か
り
籠
り
て
、
山
・
林
を
住
み
か
と
し
て
、
熊
・
狼
を
友
と
し
、
木
の
実
・
松
の
葉
を
供
養
と
し
、（
吹
上
／
下
）

　
　

�［
資
料
一
五
］
○
い
ま
は
た
だ
ね
ら
れ
ぬ
い
ね
を
ぞ
と
も
と
す
る
こ
ひ
し
き
人
の
ゆ
か
り
と
お
も
へ
ば
（
従
二
位
藤
原
親
子
家
草
子
合
に
恋
の
心
を
よ
め

る
／
宣
源
法
師
／
金
葉
二
／
三
五
六
）　

○
（
前
略
）
む
な
し
き
そ
ら
に 

す
む
月
を 

う
き
世
を
め
ぐ
る 

友
と
し
て 

あ
は
れ
あ
は
れ
と 

み
る
ほ
ど
に
（
後

略
）（
久
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
な
が
う
た
／
丞
西
門
院
兵
衛
／
新
勅
撰
集
／
一
三
四
五
）

　
「
う
つ
ほ
物
語
」
で
は
、「
獣
を
友
と
し
」、「
か
く
う
と
ま
し
き
獣
の
中
に
、
そ
れ
を
友
と
し
」、「
熊
・
狼
を
友
と
し
」
と
あ
っ
て
、「
名
詞
＋
格
助
詞
ヲ
＋

と
も
と
す
」
と
い
う
定
型
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
時
代
が
下
る
が
、「
新
勅
撰
集
」
で
も
、「
ね
ら
れ
ぬ
い
ね
を
ぞ
と
も
と
す
る
」、「
む
な
し
き
そ
ら
に
す
む
月

を
う
き
世
を
め
ぐ
る
友
と
し
て
」
と
あ
っ
て
、「
名
詞
＋
格
助
詞
ヲ
＋
と
も
と
す
」
と
い
う
定
型
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
と
も
と
す
」
は
、
友
人

の
意
で
な
く
、
ま
た
、
供
人
／
従
者
の
意
で
も
な
く
、
同
行
者
あ
る
い
は
連
れ
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。「
と
も
と
す
」
は
、
友
人
の
よ
う
な
親
密

な
関
係
に
あ
る
者
で
も
な
く
、
従
者
の
よ
う
な
上
下
の
関
係
に
あ
る
者
で
も
な
い
、
行
動
を
と
も
に
す
る
だ
け
の
、
希
薄
な
関
係
に
あ
る
者
、
す
な
わ
ち
同
行



六
八

者
を
表
現
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
伊
勢
物
語
」
の
「
と
も
と
す
る
人
」
は
、「
名
詞
＋
格
助
詞
ヲ
」
を
欠
く
が
、
同
行
者
の
意
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
九
段
で
は
、
こ
の
「
と

も
と
す
る
人
」
は
、
ほ
か
に
「
あ
る
人
」、「
皆
人
」
と
も
表
現
さ
れ
、「
と
も
だ
ち
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
も
、「
と
も
と
す
る
人
」
が
、
友
人

で
は
な
く
、
同
行
者
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
第
九
段
で
は
、「
も
と
よ
り
と
も
と
す
る
人
」
と
あ
る
が
、「
伊
勢
物
語
」
の
「
も
と
よ
り
」
二
個
の
う
ち
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
も
と
よ
り
」
は
、

資
料
一
六
に
示
し
た
よ
う
に
、「
元
来
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�［
資
料
一
六
］
よ
み
は
て
が
た
に
、
あ
る
じ
の
は
ら
か
ら
な
る
、
あ
る
じ
し
給
ふ
と
き
ゝ
て
来
た
り
け
れ
ば
、
と
ら
へ
て
よ
ま
せ
け
る
。
も
と
よ
り
歌
の

こ
と
は
知
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
す
ま
ひ
け
れ
ど
、
し
ひ
て
よ
ま
せ
け
れ
ば
、（
第
一
〇
一
段
）

　

第
九
段
の
「
も
と
よ
り
」
も
同
様
と
考
え
れ
ば
、「
は
じ
め
か
ら
の
同
行
者
」
と
い
っ
た
意
に
な
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
い
か
な
る
こ
と
な
の
か
、
了
解
し
が

た
い
表
現
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
の
ち
に
、
峻
山
と
し
て
の
宇
津
の
山
と
大
河
と
し
て
の
隅
田
川
が
登
場
す
る
こ
と
で
、
こ
の
旅
路
が
、
冥
府
の
旅
路
を
連
想

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
読
者
に
察
知
さ
せ
る
工
夫
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。「
も
と
よ
り
」
に
は
、
冥
府
の
旅
路
に
は
付
き
も
の
の
、
と
い
っ
た
意
味

合
い
を
読
み
取
り
た
い
。
冥
府
の
使
者
を
思
わ
せ
る
「
と
も
と
す
る
人
」
は
、
第
八
段
に
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
者
で
あ
っ
た
の
か
、
第
九
段
で
判
明

す
る
と
い
う
仕
掛
け
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

第
九
段
の
「
と
も
と
す
る
人
」
は
、
男
に
和
歌
を
詠
む
よ
う
促
す
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
親
密
な
関
係
に
あ
る
友
人
と
判
断
す
る
の
は
、
短
絡
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、「
乾
飯
の
う
へ
に
涙
お
と
し
て
」
と
か
、「
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
に
け
り
」
と
か
と
、
男
に
共
感
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
同
行
者
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
体
験
を

す
る
こ
と
で
、
共
通
す
る
感
情
を
持
つ
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
道
知
れ
る
人
も
な
く
て
、
ま
ど
ひ
い
き
け
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
と
も
と
す
る
人
」
が
、
あ
か
ら
さ
ま
な
冥
府
の
使
者
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
示
す
。
冥
府
の
使
者
を
連
想
さ
せ
る
存
在
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
連
想
さ
せ
る
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
な
け
れ
ば
、
男
は
、
東
国
で
、
都
と
乖
離
し
た

自
然
に
遭
遇
し
、
衝
撃
を
受
け
る
と
い
う
設
定（

（
（

が
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
と
も
と
す
る
人
」
は
、
冥
府
の
使
者
を
連
想
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
人

で
あ
る
同
行
者
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
峻
山
や
と
大
河
と
を
連
想
さ
せ
る
宇
津
の
山
と
隅
田
川
と
が
、
実
在
す
る
地
形
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
実
在
を
用

い
て
、
そ
こ
に
形
象
さ
れ
な
い
、
共
有
す
る
知
識
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
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三
種
の
通
路　

さ
て
、
第
九
段
に
は
、
も
う
一
点
、
冥
府
の
旅
路
を
連
想
さ
せ
る
と
思
わ
れ
る
表
現
が
存
在
す
る
。「
い
と
暗
う
細
き
に
、
つ
た
か
へ
で
は
茂
り
」

と
さ
れ
る
、
宇
津
の
山
の
難
路
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
冥
府
の
旅
路
に
あ
る
峻
山
は
、
急
坂
で
あ
る
と
か
、
高
山
で
あ
る
と
か
、
規
定
が
あ
る
け
れ
ど
、
植
物

が
繁
茂
す
る
と
い
う
規
定
は
、
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
冥
府
の
旅
路
に
、
三
種
の
通
路
が
存
在
す
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。

　

資
料
四
と
資
料
五
と
に
戻
る
。
資
料
四
で
は
、「
椅
の
本
に
三
つ
の
衢
あ
り
。
一
つ
の
道
は
広
く
平
ら
か
な
り
。
一
つ
の
道
は
草
小
し
生
ひ
た
り
。
一
つ
の

道
は
藪
を
も
て
塞
が
る
」
と
、
資
料
五
で
は
、「
三
つ
の
大
き
な
る
道
あ
り
。
一
つ
の
道
は
平
ら
か
に
し
て
広
し
。
一
つ
の
道
は
草
生
ひ
荒
れ
た
り
。
一
つ
の

道
は
藪
を
も
て
塞
が
る
」
と
あ
っ
て
、
第
一
の
、
平
ら
で
広
い
道
と
、
第
二
の
、
草
が
生
え
て
い
る
道
と
、
第
三
の
、
草
木
で
覆
わ
れ
た
道
と
の
、
三
種
の
通

路
が
存
在
し
、
ど
の
通
路
を
行
く
か
は
、
そ
の
人
物
の
生
前
の
罪
の
軽
重
に
従
う
ら
し
い
。
例
え
ば
、
資
料
四
で
は
、
法
華
経
を
書
写
し
た
と
い
う
理
由
で
、

草
が
少
し
生
え
た
道
を
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
広
く
平
ら
な
道
を
行
く
者
は
、
罪
の
な
い
者
で
、
草
木
に
覆
わ
れ
た
道
を
行
く
者
は
、

重
い
罪
の
者
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
通
路
の
あ
る
場
所
は
、
資
料
六
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
河
の
後
で
あ
っ
た
り
、
峻
山
の
後
で
あ
っ
た
り
し
て
、
確

定
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
第
九
段
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、「
い
と
暗
う
細
き
に
、
つ
た
か
へ
で
は
茂
り
」
と
い
う
道
は
、

第
三
の
草
木
で
覆
わ
れ
た
道
を
連
想
さ
せ
、
男
が
都
で
犯
し
た
罪
の
重
さ
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
、
冥
府
の
使
者
が
伴
い
、
峻
山
と
大
河
を
超
え
る
、
そ
し
て
不
確
定
で
は
あ
る
が
、
三
種
の
通
路
が
あ
る
と
い
う
冥
府
の
旅
路
の
イ
メ
ー
ジ
を
、「
伊

勢
物
語
」
第
九
段
は
連
想
さ
せ
る
と
い
う
、
塚
原
学
説
の
補
足
と
補
強
と
を
行
な
い
え
た
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
敷
衍
し
て
、
最
後
に
、
東
行
章
段
の
末
尾
が
陸
奥
章
段
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
男
が
東
国
を
目
指
し
た
の
は
、

第
八
段
「
あ
づ
ま
の
方
に
行
き
て
住
み
所
も
と
む
」
と
か
、
第
九
段
「
あ
づ
ま
の
方
に
住
む
べ
き
国
求
め
に
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

東
北
の
動
乱　

と
こ
ろ
が
、
第
一
四
段
で
「
み
ち
の
国
」
へ
は
、「
す
ゞ
ろ
に
行
き
い
た
り
に
け
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
目
的
な
く
到
達
し
た
と
規
定
す
る
。

「
す
ゞ
ろ
」
が
、
諸
注
釈
書
が
い
う
よ
う
に
、「
こ
れ
と
い
っ
た
理
由
も
な
く
」
の
意
で
あ
る
に
せ
よ
、「
思
い
が
け
ず
」
の
意
で
あ
る
に
せ
よ
、
目
指
し
て
行
っ

た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
武
蔵
国
ま
で
は
、
目
的
が
存
在
し
た
け
れ
ど
、「
み
ち
の
国
」
―
―
陸
奥
国
だ
け
で
な
く
、
東
北
地
域
全
体
を
指
す

―
―
へ
は
、
目
的
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
、「
み
ち
の
国
」
の
特
性
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
伊
勢
物
語
」
に
は
「
人
の
国
」
と
い
う
表
現
が
、
武
蔵
章
段
で
あ
る
第
一
〇
段
を
含
め
、
六
回
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
す
べ
て
が
、
五
畿
以
外
の
諸
国
を
指
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す
と
考
え
る
。

　

資
料
一
七
を
提
示
す
る
。

　
　�［
資
料
一
七
］
○
む
か
し
、
を
と
こ
、
い
と
う
る
は
し
き
友
あ
り
け
り
。
片
時
さ
ら
ず
あ
ひ
思
ひ
け
る
を
、
人
の
国
へ
い
き
け
る
を
。
い
と
あ
は
れ
と
思

ひ
て
、
別
れ
に
け
り
。（
第
四
六
段
）　

○
む
か
し
、
を
と
こ
あ
り
け
り
。
宮
仕
へ
い
そ
が
し
く
、
心
も
ま
め
な
ら
ざ
り
け
る
ほ
ど
の
家
刀
自
ま
め
に
思
は

む
と
い
ふ
人
に
つ
き
て
、
人
の
国
へ
い
き
に
け
り
。
こ
の
を
と
こ
、
宇
佐
の
使
に
て
い
き
け
る
に
、
あ
る
国
の
祇
承
の
官
人
の
妻
に
て
な
む
あ
る
と
き
ゝ

て
、（
第
六
〇
段
）　

○
む
か
し
、
年
ご
ろ
お
と
づ
れ
ざ
り
け
る
女
、
は
か
な
き
人
の
こ
と
に
つ
き
て
、
人
の
国
な
り
け
る
人
に
つ
か
は
れ
て
、
も
と
見
し

人
の
前
に
出
で
来
て
、
物
食
は
せ
な
ど
し
け
り
。（
第
六
二
段
）　

○
か
ゝ
る
ほ
ど
に
、
帝
き
こ
し
め
し
つ
け
て
、
こ
の
を
と
こ
を
ば
流
し
つ
か
は
し
て
け

れ
ば
、
こ
の
女
の
い
と
こ
の
御
息
所
、
女
を
ば
ま
か
で
さ
せ
て
、
蔵
に
こ
め
て
し
を
り
た
ま
う
け
れ
ば
、
蔵
に
こ
も
り
て
泣
く
。
／
海
人
の
刈
る
藻
に
す

む
虫
の
我
か
ら
と
音
を
こ
そ
な
か
め
世
を
ば
う
ら
み
じ
／
と
泣
き
を
れ
ば
、
こ
の
を
と
こ
、
人
の
国
よ
り
夜
ご
と
に
来
つ
ゝ
、
笛
を
い
と
お
も
し
ろ
く
吹

き
て
、
声
は
を
か
し
う
て
ぞ
あ
は
れ
に
歌
ひ
け
る
。（
第
六
五
段
）　

○
男
は
女
し
あ
は
ね
ば
、
か
く
し
歩
き
つ
ゝ
、
人
の
国
に
あ
り
き
て
か
く
う
た
ふ
。

／
い
た
づ
ら
に
行
き
て
は
き
ぬ
る
も
の
ゆ
ゑ
に
見
ま
く
ほ
し
さ
に
誘
は
れ
つ
ゝ
／
水
の
尾
の
御
時
な
る
べ
し
、
大
御
息
所
も
染
殿
の
后
な
り
。
五
条
の
后

と
も
。（
第
六
五
段
）

　

第
四
六
段
は
、
具
体
的
な
国
名
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
第
六
〇
段
は
、「
宇
佐
の
使
に
て
い
き
け
る
」
と
あ
る
か
ら
、
豊
前
国
と
推
定
で
き
る
。
第
六
二
段
は
、

第
六
〇
段
の
豊
前
国
、
第
六
一
段
の
筑
紫
と
い
う
並
び
か
ら
、
章
段
連
合
と
見
な
せ
ば
、
同
じ
地
域
と
推
測
で
き
よ
う
。
第
六
五
段
の
「
人
の
国
」
は
、
男
が
、

天
皇
に
仕
え
る
女
に
横
恋
慕
し
、
そ
れ
が
露
顕
し
て
、
配
流
さ
れ
た
国
で
あ
る
。
そ
の
国
が
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
資
料
一
八
は
、「
延

喜
式
」「
刑
部
省
」
で
定
め
る
、
配
流
の
国
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
の
い
ず
れ
か
と
な
ろ
う
。

　
　�［
資
料
一
八
］
其
路
程
者
。
従
京
為
計
。
伊
豆
。〔
去
京
七
百
七
十
里
。〕
安
房
。〔
一
千
百
九
十
里
。〕
常
陸
。〔
一
千
五
百
七
十
五
里
。〕
佐
渡
。〔
一
千
三

百
廿
五
里
。〕
隠
岐
。〔
九
百
一
十
里
。〕
土
佐
等
国
〔
一
千
二
百
二
十
五
里
。〕
為
遠
流
。
信
濃
。〔
五
百
六
十
里
。〕
伊
予
等
国
〔
五
百
六
十
里
。〕
為
中
流
。

越
前
。〔
三
百
十
五
里
。〕
安
芸
等
国
〔
四
百
九
十
里
。〕
為
近
流
。

　

し
か
し
、
こ
の
男
は
、
そ
の
配
流
の
国
か
ら
、
夜
毎
に
、
女
の
押
し
込
め
ら
れ
た
蔵
の
外
に
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
近
流
の
越
前
国
、
安
芸
国
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
現
実
的
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
漠
然
と
五
畿
以
外
、
都
の
外
の
ど
こ
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
で
、
資
料
一
九
の
「
延
喜
式
」「
民
部
」
で
定
め
る
「
為
辺
要
」、
す
な
わ
ち
国
境
の
要
害
と
す
る
四
つ
の
国
と
二
つ
の
島
と
に
注
目
し
た
い
。

　
　�［
資
料
一
九
］
陸
奥
国
。
出
羽
国
。
佐
渡
国
。
隠
岐
国
。
壱
岐
島
。
対
馬
志
摩
。
右
四
国
二
島
為
辺
要
。

　

資
料
一
八
と
比
較
す
る
と
、
遠
流
の
国
と
し
て
、
土
佐
国
と
隠
岐
国
と
が
あ
る
が
、
壱
岐
島
と
対
馬
島
と
と
も
に
、
陸
奥
国
と
出
羽
国
と
が
遠
流
の
地
か
ら

外
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
み
ち
の
国
」
は
、
配
流
の
地
の
外
に
位
置
す
る
、
日
本
で
あ
っ
て
、
日
本
で
な
い
地
域
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
資
料
二
〇
は
、

禁
裏
恒
例
の
年
中
行
事
を
規
定
す
る
「
儀
式
」
の
、
追
儺
の
儀
式
の
作
法
を
規
定
す
る
条
で
あ
る
。

　
　�［
資
料
二
〇
］
十
二
月
大
儺
儀
（
中
略
）
四
方
之
堺
東
方
陸
奥
西
方
遠
値
嘉
南
方
土
左
北
方
佐
渡
（
後
略
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
の
東
の
境
を
陸
奥
国
と
し
て
い
る
。
西
方
の
遠
値
嘉
（
現
五
島
列
島
）、
南
方
は
土
佐
国
、
北
方
の
佐
渡
国
は
、
す
べ
て
そ
の
先

が
海
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、
陸
奥
国
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
無
論
、
陸
奥
国
の
場
合
も
、
津
軽
海
峡
が
あ
る
け
れ
ど
、
熊
谷
公
男
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
中
央
政
府
が
、
渡
嶋
（
現
北
海
道
南
部
）
を
日
本
国
と
見
て
い
な
か
っ
た
の
は
勿
論
で
、
東
北
地
域
も
、
東
北
部
を
日
本
国
と
見
な
し
て
い
た
と
断
じ
る

の
は
、
困
難
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
か
ら
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
ま
で
は
、
三
八
年
戦
争
と
呼
ば
れ
る
、
中
央
政
府
と
蝦
夷
と
の
一
大
戦
争
が
あ
り
、
資
料
二
一
（「
日

本
三
代
実
録
」
元
慶
二
年
三
月
二
九
日
条
）
と
資
料
二
二
（「
日
本
三
代
実
録
」
元
慶
七
年
二
月
九
日
）
と
に
示
し
た
よ
う
に
、「
伊
勢
物
語
」
成
立
時
期
に
近

い
、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
や
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
な
ど
に
も
、
夷
俘
や
俘
囚
と
い
っ
た
、
中
央
政
府
に
服
属
し
た
は
ず
の
蝦
夷
た
ち
が
、
出
羽
国
や
上
総

国
で
叛
乱
を
起
こ
し
て
い
る（

（
（

。

　
　�［
資
料
二
一
］
出
羽
国
守
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
興
世
飛
駅
上
奏
。
夷
俘
叛
乱
。
今
月
十
五
日
焼
損
秋
田
城
幷
郡
院
屋
舎
城
辺
民
。
仍
且
以
鎮
兵
防
守
。
且

徴
発
諸
郡
軍
。　

勅
符
曰
。
得
彼
国
今
月
十
七
日
奏
状
。
既
知
。
夷
慮
悖
逆
。
攻
焼
城
邑
。
犬
羊
狂
心
。
暴
虐
爲
性
。（
後
略
）

　
　�［
資
料
二
二
］
上
総
介
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
正
範
飛
駅
奏
言
。
市
原
郡
俘
囚
卅
人
叛
乱
。
盗
取
官
物
。
数
殺
略
人
民
。（
後
略
）

　

さ
ら
に
、
熊
谷
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、「
平
安
初
期
に
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
宮
城
県
北
部
と
山
形
・
秋
田
の
県
境
を
結
ん
だ
線
が
蝦
夷
の
地
の
南
限
に
な

る
と
み
ら
れ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
宮
城
県
北
部
と
は
、「
宮
城
県
栗
原
市
築
館
付
近
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
栗
原
の
地
名
は
、「
延
喜

式
」「
民
部
」
の
陸
奥
国
に
あ
る
も
の
で
、
第
一
四
段
の
「
栗
原
の
あ
ね
は
の
松
の
」
の
栗
原
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
男
は
、
日
本
国
の
北
限
、
蝦
夷
と
接
す
る
、
日
本
国
で
あ
っ
て
、
日
本
国
で
な
い
、
人
外
境
に
近
い
地
域
に
ま
で
行
く
の
で
あ
る
。「
み
ち
の
国
」
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二

と
規
定
し
て
、「
人
の
国
」
と
規
定
し
え
な
い
地
域
は
、「
人
で
な
い
も
の
の
国
」
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。「
人
で
な
い
も
の
の
国
」
は
、
異
界
で
あ
り
、

他
界
で
あ
り
、
あ
の
世
で
あ
る
。
男
は
、
自
ら
目
指
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
の
世
に
逢
着
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
冥
府
往
復
説
話
は
、

す
べ
て
、
一
度
死
ん
だ
者
が
ふ
た
た
び
生
き
返
る
、
す
な
わ
ち
死
と
復
活
の
話
型
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
九
段
が
冥
府
の
旅
路
を
連
想
さ
せ
る
の
な
ら

ば
、
そ
の
ま
ま
冥
府
往
復
の
話
型
、
死
と
復
活
の
話
型
を
連
想
さ
せ
る
は
ず
で
、
東
国
に
下
向
し
た
男
が
、
第
一
六
段
以
降
、
平
安
貴
族
と
し
て
都
に
復
活
す

る
こ
と
を
、
陸
奥
章
段
で
予
告
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
伊
勢
物
語
」
第
九
段
が
冥
府
の
旅
路
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
東
行
章
段
は
、
死
と
復
活
の
物
語
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

註（
1
）	

長
沼
英
二
「
死
出
三
途
の
資
料
報
告
」『
二
松
学
舎
大
学
国
文
学
科
研
究
室
報
』
第
一
巻
第
五
号

（
2
）	

定
方
晟
著
、
講
談
社
現
代
新
書
『
須
弥
山
と
極
楽　

仏
教
の
宇
宙
観
』（
講
談
社
／
一
九
六
五
）
に
は
、「『
三
途
の
川
』
の
起
源
を
、
仏
教
の
文
献
の
中
で
追
究
す
る
の
は
、

困
難
な
仕
事
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

（
3
）	

「
日
本
霊
異
記
」
収
載
の
冥
府
往
復
説
話
一
三
話
の
う
ち
、
冥
府
の
使
者
の
登
場
し
な
い
話
は
、
中
巻
第
五
、
同
第
一
九
、
下
巻
第
二
六
、
同
第
三
五
、
同
第
三
六
、
同

第
三
七
の
六
話
で
あ
る
。

（
4
）	

塚
原
（
一
九
八
八
）
は
、
第
七
段
か
ら
第
九
段
ま
で
を
行
程
章
段
と
、
第
一
〇
段
か
ら
第
一
三
段
ま
で
を
武
蔵
章
段
と
、
第
一
四
段
か
ら
第
一
五
段
ま
で
を
陸
奥
章
段

と
呼
称
す
る
。

（
5
）	

塚
原
（
一
九
八
八
）
に
拠
る
。

（
6
）	

九
世
紀
末
期
、
東
北
地
方
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
文
献
は
、
熊
谷
（
二
〇
〇
四
）
以
外
に
も
、
関
口
明
『
蝦
夷
と
古
代
国
家
』（
吉
川
弘
文
館
／
一
九
九
二
）

な
ど
、
複
数
あ
る
。

参
考
文
献

熊
谷
公
男
（
二
〇
〇
四
）　

日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
『
蝦
夷
の
地
と
古
代
国
家
』　

山
川
出
版

塚
原
鉄
雄
（
一
九
八
八
）　
『
伊
勢
物
語
の
章
段
構
成
』　

新
典
社



勢
語
九
段
の
冥
途
幻
想

七
三

引
用
本
文

儀
式　

増
補
故
実
叢
書
『
内
裏
儀
式 

内
裏
式 

儀
式 

北
山
抄
』　

吉
川
弘
文
館

延
喜
式　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
延
喜
式
』　

吉
川
弘
文
館

日
本
三
代
実
録　

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』　

吉
川
弘
文
館

吏
部
王
記　

史
料
纂
集
『
吏
部
王
記
』　

続
軍
書
類
縦
完
成
会

兵
範
記　

増
補
史
料
大
成
『
兵
範
記
』　

臨
川
書
店

法
華
験
記　

井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注　

日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝 

法
華
験
記
』　

岩
波
書
店

日
本
霊
異
記　

小
泉
道
校
注　

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
日
本
霊
異
記
』　

新
潮
社

古
今
和
歌
集　

小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』　

岩
波
書
店

金
葉
和
歌
集　
『
新
編
国
歌
大
観 
第
一
巻
』　

角
川
書
店

新
勅
撰
和
歌
集　
『
新
編
国
歌
大
観 
第
一
巻
』　

角
川
書
店

伊
勢
物
語　

大
津
有
一
校
注　

岩
波
文
庫
『
伊
勢
物
語
』　

岩
波
書
店

う
つ
ほ
物
語　

室
城
秀
之
校
注
『
う
つ
ほ
物
語 
全
』　

お
う
ふ
う

蜻
蛉
日
記　

上
村
悦
子
校
注　

校
注
古
典
叢
書
『
蜻
蛉
日
記
』　

明
治
書
院

【
付
記
】
本
稿
は
、
表
現
学
会
第
五
五
回
全
国
大
会
（
於
同
志
社
大
学
、
二
〇
一
八
年
六
月
三
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
基
と
し
て
い
る
。


